
日
整
の
通
常
総
会
が
６
月

27
日
（
日
）
、
午
後
１
時
か

ら
帝
京
平
成
大
学
池
袋
キ
ャ

ン
パ
ス
の
教
室
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
た
＝
写
真
。

審
議
事
項
は
令
和
２
年
度

決
算
案
お
よ
び
令
和
３
年
度

の
会
費
免
除
者
案
の
二
つ
で
、

い
ず
れ
も
理
事
者
提
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
た
。
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
選
任
な
ら
び
に

会
長
お
よ
び
副
会
長
の
選
定

で
は
、
会
長
選
に
工
藤
鉄
男

会
長
と
萩
原
正
和
副
会
長
の

２
名
が
立
候
補
。
97
名
の
代

議
員
投
票
の
結
果
、
63
票
対

34
票
で
工
藤
会
長
が
５
選
を

果
た
し
た
。
４
期
８
年
に
わ

た
り
業
界
改
革
に
取
り
組
み
、

平
成
の
終
わ
り
に
教
育
改
革

と
し
て
大
幅
な
改
正
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
や
、
施
術

管
理
者
に
な
る
た
め
の
３
年

間
の
実
務
経
験
を
有
す
る
制

度
に
改
正
し
た
功
績
な
ど
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。

副
会
長
、
理
事
、
監
事
の

立
候
補
者
は
定
数
内
に
収
ま

り
、
す
べ
て
信
任
さ
れ
た
。

副
会
長
に
は
前
任
の
松
岡
保

副
会
長
と
新
し
く
三
橋
裕
之

前
総
務
部
長
が
就
任
し
た
。

翌
28
日
（
月
）
の
理
事
会
で

左
記
の
と
お
り
役
員
の
職
務

分
担
が
決
定
さ
れ
、
業
界
が

抱
え
て
い
る
復
委
任
問
題
な

ど
、
喫
緊
の
課
題
解
決
に
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
を
最
優

先
と
し
た
。

議
長
に
福
井
県
の
宮
下
治

由
会
員
、
副
議
長
に
は
宮
城

県
の
櫻
田
裕
会
員
が
選
任
さ

れ
議
事
進
行
を
務
め
た
。

総
会
は
定
款
第
17
条
に
基

づ
き
、
代
議
員
総
数
97
名
の

過
半
数
、
49
名
以
上
の
出
席

を
も
っ
て
成
立
す
る
。
岡
田

安
正
事
務
局
長
か
ら
の
報
告

で
、
出
席
代
議
員
は
83
名
、

代
理
人
選
任
届
に
よ
る
も
の

が
１
名
、
議
決
権
行
使
書
に

よ
る
も
の
が
13
名
に
よ
り
、

議
長
は
通
常
総
会
が
有
効
に

成
立
す
る
こ
と
を
宣
し
た
。

議
事
録
署
名
人
に
は
、
茨

城
県
の
眞
中
進
会
員
と
大
分

県
の
江
﨑
博
明
会
員
が
議
長

か
ら
指
名
さ
れ
た
。
役
員
の

選
任
な
ら
び
に
会
長
及
び
副

会
長
選
定
に
つ
い
て
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
の
深
井
伸
之

委
員
長
（
東
京
都
）
と
大
室

正
美
副
委
員
長
（
山
梨
県
）

ほ
か
９
名
の
委
員
が
厳
正
な

選
挙
を
取
り
仕
切
っ
た
。

役
員
の
就
任
承
諾
は
、
全

員
が
そ
の
場
で
起
立
し
意
思

表
示
を
し
た
。

２
面
に
工
藤
会
長
の
総
会

あ
い
さ
つ
（
要
旨
）
を
掲
載
。
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副会長には

前
任
の
松
岡
副
会
長

新
任
の
三
橋
前
総
務
部
長



本
日
は
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
代
議
員
の
先
生

方
に
は
都
道
府
県
を
代
表
し

て
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
こ

と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
さ
ん
は
今
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
安
全
安
心
を
心
が
け

て
柔
道
整
復
師
本
来
の
技
術

を
地
域
の
皆
さ
ま
に
提
供
し

て
い
ま
す
が
、
患
部
に
触
れ

て
治
療
す
る
職
業
が
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
優
先
順
位
に
な
か

な
か
入
れ
な
い
。
こ
れ
は
我
々

の
職
業
に
対
す
る
社
会
的
な

評
価
が
ま
だ
低
い
の
で
は
な

い
か
、
そ
う
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
朗
報
も
あ
り
ま

す
。
き
ょ
う
の
読
売
新
聞
に

柔
道
整
復
師
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
東
京
都
柔
道
整

復
師
会
（
以
下
、
都
柔
整
）

の
伊
藤
述
史
会
長
と
役
員
が

小
池
知
事
に
対
面
で
お
願
い

し
た
経
緯
が
あ
り
、
柔
道
整

復
師
に
も
優
先
順
位
の
対
象

を
拡
大
し
て
急
き
ょ
事
前
協

議
の
な
い
中
で
実
行
さ
れ
ま

し
た
。

都
柔
整
の
会
員
で
優
先
接

種
を
希
望
し
た
の
は
約
１
０

０
０
人
で
す
。
こ
の
ほ
か
都

内
に
は
都
柔
整
に
未
加
入
の

柔
道
整
復
師
が
約
４
０
０
０

人
お
り
、
「
こ
の
方
々
へ
の

対
応
は
１
週
間
遅
れ
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
都
柔
整
の
吉
田

省
吾
広
報
部
長
の
コ
メ
ン
ト

が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

記
事
を
読
ん
だ
人
は
、
都
柔

整
に
入
っ
て
い
る
会
員
な
ら

ば
優
先
的
に
接
種
し
て
も
ら

え
る
、
と
感
じ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
愛
知
県
か
ら
非
常

に
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

込
ん
で
き
ま
し
た
。
愛
知
県

柔
道
整
復
師
会
会
員
の
石
田

雅
明
先
生
の
お
嬢
さ
ん
姉
妹

が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

柔
道
の
形
の
演
武
を
行
う
こ

と
が
決
定
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
お
二
人
は
も
ち
ろ
ん

柔
道
整
復
師
で
あ
り
ま
す
。

柔
道
整
復
師
が
最
高
の
舞
台

で
演
武
を
行
う
こ
と
は
柔
整

業
界
と
し
て
誇
り
高
い
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
上
な
い
喜
び

で
あ
り
ま
す
す
。

さ
て
皆
さ
ん
、
我
々
が
こ

れ
ま
で
や
っ
て
き
た
改
革
は

決
し
て
無
駄
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
公
益
法
人
の
制

度
改
革
の
と
き
に
、
47
都
道

府
県
社
団
法
人
柔
道
整
復
師

会
を
公
益
社
団
法
人
に
移
行

し
て
い
た
だ
き
、
「
受
領
委

任
の
取
扱
い
」
を
公
益
事
業

の
大
き
な
柱
と
し
て
認
め
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

会
員
が
納
入
す
る
会
費
は
、

定
額
会
費
と
個
々
の
会
員
の

前
年
度
の
収
入
に
対
し
て
累

進
性
を
導
入
し
た
定
率
会
費

を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
よ
っ

て
会
費
に
法
人
税
は
課
せ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
整
会
員

の
「
受
領
委
任
の
取
扱
い
」

は
、
地
方
厚
生
支
局
長
、
都

道
府
県
知
事
、
公
益
社
団
法

人
都
道
府
県
柔
道
整
復
師
会

（
以
下
、
各
社
団
柔
整
師
会
）

会
長
の
三
者
協
定
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
日
整
会
員
の
支
給
申

請
書
は
、
各
社
団
柔
整
師
会

の
会
長
が
そ
の
受
領
の
委
任

を
受
け
、
ま
と
め
て
保
険
者

に
申
請
す
る
こ
と
は
協
定
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
三
者
協
定
の
仕
組

み
で
な
い
個
人
契
約
柔
道
整

復
師
が
、
患
者
か
ら
委
任
さ

れ
た
療
養
費
の
受
領
を
所
属

し
て
い
る
組
織
の
請
求
代
行

業
者
な
ど
に
「
復
委
任
」
す

る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
方

法
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
療

養
費
の
受
領
を
め
ぐ
る
不
祥

事
の
起
き
や
す
い
要
因
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
復
委
任
」
の
問
題

を
解
決
す
れ
ば
請
求
代
行
業

者
は
退
行
し
、
全
く
単
独
な

個
人
契
約
柔
道
整
復
師
と
日

整
会
員
の
柔
道
整
復
師
の
み

と
な
り
、
柔
整
業
界
は
健
全

化
へ
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

伊
吹
文
明
先
生
を
中
心
と
し

た
世
話
人
会
の
先
生
方
と
厚

労
省
の
担
当
の
方
と
話
し
合

い
を
も
っ
て
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

会
長
就
任
か
ら
８
年
を
か

け
て
教
育
改
革
が
済
み
、
施

術
管
理
者
に
な
る
た
め
の
３

年
間
の
実
務
経
験
義
務
化
の

制
度
改
正
も
済
み
、
公
的
審

査
会
の
権
限
強
化
も
実
現
し

ま
し
た
。
更
な
る
業
界
改
革

と
し
て
「
復
委
任
」
の
問
題

の
解
決
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
と
ご
協
力
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日整トピック第２７号 令和３年（２０２１）７月２日 （２）

要 旨

あいさつを力強く述べる工藤会長

更
な
る
業
界
改
革
へ
強
い
決
意

嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス

誇
れ
る
公
益
事
業


